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に対する検察官の逮捕状請求に関する決定
ハルーンもアリ・クシャイプもいまだ身柄を拘束されておらず、現政権の関係
者への逮捕状の執行の困難を示しているともいえる。
　この決定では、ジェノサイド罪に関するICC規程の構成要件に関する文書が
規程の解釈に取り込まれたことが注目される。また、国家元首の免除の問題を
深く掘り下げなかったことで、逆説的に、免除の問題がICCにとって大きな問
題となりえないとの立場を示したといえる。ただ、上で示した通り、逮捕状の
執行面での免除の問題、特に非加盟国における免除の問題を掘り下げなかった
ことで、課題が残されたといえる。
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